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の物語」（the story of human thinking）とし
て研究することであり、「協会」はその歴史
を通じて、この理想から一度も「ぶれた」こ
とはなかったという。
　また、会員になる唯一の条件は、「哲学へ
の本物の関心」であり、問題への理解力さえ
あれば、他の資格はいっさい求められない。
事実、会員には宗教的、社会的、政治的関心
の異なる人たち、また哲学における最も対立
的な原理の代表者たちが含まれていた。こう
して「アリストテレス協会」はどこかの大学
を拠点とすることなく活動を続け、現代にお
ける哲学の一つの重要な可能性を追求するこ
とになった。それは、大学の外での、哲学愛
好にとどまらない、本格的な哲学研究の可能
性である。
　哲学は必ずしも時代とともに進歩する学問
ではない。哲学にとって大切なのは、何らか
の解決よりも、むしろ哲学的な問題をめぐる
対話と議論の深まりである。『アリストテレ
ス協会紀要』は、こうした対話と議論の記録
であり、今後も哲学に関心をもつ人々に、研
究と思索のための豊かな糧を提供してくれる
だろう。
